
令和４年度 主な取組・事業  

取組・事業名 概    要 

教員採用試験の改善・充実 

及び大学等との連携 

 教員採用試験においては、豊富な経験・知識を有している者や、

新しい課題に対応できる者を採用する観点から、採用試験の工夫改

善を図ります。また、小学校の教員を目指す学生等に、本県学校教

育の魅力を紹介するなど、大学等との連携を進めます。 

教員の資質の向上 

若年教員、中堅教員、ベテラン教員それぞれのニーズに対応した

基本研修、今日的教育課題に応じた課題研修、教員や学校の課題に

応じた専門研修を実施し、教員の資質・能力の向上を図ります。 

若年教員の育成の充実 
県立学校における育成方針、指導体制及び育成プログラムに基づ

き、若年教員の効率的・効果的な育成の充実に取り組みます。 

社会体験研修等の 

長期派遣研修の充実 

研究機関や大学、民間企業等での長期間の研修を実施し、教員に

幅広い社会的素養を身に付けさせ、教員としての資質・能力の向上

を図ります。 

教員評価の充実 

人事評価制度を活用し、教員の能力開発と人材育成を図り、適切

な人事配置を行うことにより、教員の意識改革や資質・能力の向上

及び学校の活性化を積極的に推進します。 

教職員のメンタルヘルス 

対策の充実 

心身に悩みを抱える教職員を対象とする各種相談事業及び管理

職や中堅教員を対象とするストレスマネジメント研修を実施しま

す。 

教職員の働き方改革の推進 

＜重点事業１４＞ 

・平成 31 年１月から県立学校に導入したＩＣカードによる勤務時

間管理システムを活用し、管理職による適切な業務・健康管理を

実施するとともに、教職員の意識改革を推進し、超過勤務縮減に

つなげます。 

・校務の様々な情報を教員間で共有する学校用グループウェアの

活用促進のための研修を実施するとともに、児童生徒の出欠や成

績処理等の情報を一元管理するシステムを効果的に運用し、校務

の標準化と効率化を進めます。 

・教員のＩＣＴ活用をサポートする情報通信技術支援員（ＩＣＴ支

援員）を全県立学校に引き続き配置します。 

・中・高等学校及び特別支援学校への部活動指導員配置等と併せ、

教員の負担軽減に向けた休日の部活動の段階的な地域移行等に

向けた実践研究を実施します。 

教職員の情報セキュリティ意識 

の向上 

個人情報漏洩等の事故を防ぐために、管理職や情報担当者を対象

とした研修を実施し、情報セキュリティに対する意識の向上を図り

ます。 
 

指  標  

指  標 指 標 の 概 要 現状値 目標値 

県立学校教職員の 

超過勤務の縮減 

超過勤務時間数が月45時間超の教

職員の割合（R5 年度までに解消） 

33.2％ 

（R1 年度） 

13.2％以下 

（R4 年度） 

超過勤務時間数が年 360 時間超の

教職員の割合（R6 年度までに解消） 

55.1％ 

（R1 年度） 

27.5％以下 

（R4 年度） 

 

Ⅱ スポーツ立県福岡の実現 

１ 未来へはばたく青少年の応援 
 
 

(1) 次世代の競技者の育成 ≪施策２１≫                体育スポーツ健康課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

令和４年度 主な取組・事業  

取組・事業名 概    要 

競技者育成・競技団体等 

活性化事業の実施 

＜重点事業１５＞ 

国際大会等世界の舞台で活躍するなど、スポーツの力で県民に夢
や感動を与えることができるトップアスリートを輩出するため、ス
ポーツに取り組む小・中学生の発掘から始まる各年代の「育成強化
システム」を構築します。 
・小・中学生の発掘育成活動などを支援 
・日本代表候補など、中・高校生アスリートの海外遠征を支援 
・国体ふるさと選手の強化活動などを支援 
・女性アスリートの強化拠点づくりなどを支援 

競技スポーツ振興事業の実施 

本県の競技力向上を図るため、指導者等に最新のスポーツ振興方
策やスポーツ医・科学に関する情報提供、スポーツ・インテグリテ
ィの確保に関する研修会の実施等を通して、指導者の資質向上を推
進します。 

県立体育・スポーツ施設 

の整備と活用促進 

久留米スポーツセンター等の施設設備を整備します。また、スポ
ーツ医・科学を活用した相談事業を実施します。 

指  標  

指  標 指 標 の 概 要 現状値 目標値 

競技スポーツの振興 国民体育大会における男女総合成績順位 
11 位 

（R1 年度） 

8 位 

（毎年度） 

女性アスリートの育成 国民体育大会における女子総合成績順位 
10 位 

（R1 年度） 

8 位 

（毎年度） 

＜現状・課題＞ 
● 青少年が持つ能力や個性を伸ばし、スポーツ・文化芸術の分野において次代を担う人材を育成
する取組の推進が必要です。 

＜施策の方向＞ 
○ オリンピック・パラリンピック競技大会等の大規模スポーツ大会での活躍が期待される、本県
ゆかりのトップアスリートに対し、国内外で十分な強化活動ができるよう支援します。 

○ 福岡県タレント発掘事業への参加者を拡大し、より多くの対象者の中から高い競技適性を有す
る人材の発掘を行います。また、そのノウハウを競技団体と共有することにより、競技適性に応
じた人材の発掘システムを構築し、競技力の向上に取り組みます。 

○ 全てのアスリートが質の高いコーチングを受けることができる環境を整備するため、中央競技
団体等と連携し、世界に通用するトップアスリートを育成する一貫指導システム（主として小・
中・高・大学生年代）の構築を図るとともに、そのシステムを県内の指導者に普及します。 

◇ 県民に夢や感動を与えるトップアスリートを育成し、本県の競技力向上を図るため、関係機関・
団体と連携して、一貫指導システムの構築を推進するとともに、指導者の資質向上やスポーツ情
報の活用促進、「誠実性・健全性・高潔性」といったスポーツ・インテグリティの確保に関する研
修に取り組みます。 

◇ ジュニアや大学・社会人、女性アスリートの育成強化、さらに本県の得意種目を有する競技団
体への支援を行うとともに、県立体育・スポーツ施設の整備に取り組みます。 

総合計画の内容 

令和４年度 施策の基本的なねらい 
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